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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期

第２四半期連結
累計期間

第32期
第２四半期連結

累計期間
第31期

会計期間

自2017年
６月１日
至2017年
11月30日

自2018年
６月１日
至2018年
11月30日

自2017年
６月１日
至2018年
５月31日

売上高 （千円） 2,916,453 2,768,545 5,937,683

経常利益又は経常損失（△） （千円） △98,775 △45,094 2,584

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △63,270 △18,821 △25,876

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △51,022 △38,985 △9,299

純資産額 （千円） 1,031,684 1,014,517 1,072,965

総資産額 （千円） 2,530,322 2,439,574 2,338,451

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）
（円） △63.72 △18.95 △26.06

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 30.0 29.7 32.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △522,536 △338,024 △36,764

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △11,574 19,032 △16,277

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 170,590 80,829 △39,452

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 896,975 927,891 1,165,652

 

回次
第31期

第２四半期連結
会計期間

第32期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自2017年
９月１日
至2017年
11月30日

自2018年
９月１日
至2018年
11月30日

１株当たり四半期純損失金額（△） （円） △33.77 △6.50

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　本項における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行ってお

ります。

(1) 経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間において、雇用を取り巻く状況は有効求人倍率が高い値で推移し、依然として人手不

足感が続いております。また、若年者の離職率も今なお高く、雇用の流動性も上昇傾向にあります。その中で当社

グループは企業と人材を繋ぐ役割と機能を果たすため、質の高い人材サービスの提供を通じて双方が求めるニーズ

に応えてまいりました。

　人材派遣関連事業においては、短期単発案件が減少したため売上高及びセグメント利益は減少しましたが、派遣

単価の改善に努めた結果、売上総利益率は改善できました。人材派遣関連事業（関東）においては、入札案件の見

送りにより売上高は前年を下回りましたが、売上総利益率の改善に努めた結果セグメント損失を縮小できました。

人材紹介事業においては、紹介事業及び海外からのインターンシップ受入サポート事業等が伸びたことにより売上

高及びセグメント利益が前年同期を上回りました。再就職支援事業においては、実績を活かした他地域への進出が

奏功し、受託した事業が増加したため、売上高は前年同期を若干下回りましたがセグメント利益が前年同期を上回

ることとなりました。ペイロール事業においては、新規顧客の受注が順調に進み、売上高は前年同期を上回りまし

た。また、作業の標準化や子会社への業務委託等により効率化を進めた結果、セグメント損失を縮小できました。

その他事業は、既存の事業が伸び悩みを見せるものの前期から開始した日本語学校運営事業が軌道に乗り始めたこ

とが貢献し、売上高及びセグメント利益が前年同期を上回りました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高2,768,545千円（前年同期比

5.1％減）、営業損失49,589千円（前年同期は営業損失102,293千円）、経常損失45,094千円（前年同期は経常損失

98,775千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失18,821千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失

63,270千円）となりました。

セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

　①人材派遣関連事業

　人材派遣関連事業においては、短期単発案件が減少したため売上高は減少しましたが、労務費率の高まりを派

遣単価へ転嫁する努力が実りつつあり、セグメント利益率は上昇しました。この結果、売上高1,483,385千円

（前年同期比7.6％減）、セグメント利益129,673千円（同0.2％減）となりました。

　②人材派遣関連事業（関東）（株式会社セールスアウトソーシング）

　人材派遣関連事業（関東）においては、利益率の低い入札案件を見送ったことにより売上高は前年同期を下回

りましたが、売上総利益率の改善に努めた結果セグメント損失を縮小できました。この結果、売上高241,321千

円（前年同期比21.7％減）、セグメント損失15,322千円（前年同期はセグメント損失24,940千円）となりまし

た。

　③人材紹介事業

　人材紹介事業においては、一般企業への紹介事業や海外からのインターンシップ受入サポート事業等が伸びた

ことにより売上高及びセグメント利益が前年同期を上回りました。この結果、売上高75,098千円（前年同期比

47.1％増）、セグメント利益10,324千円（同17.4％増）となりました。

④再就職支援事業

　再就職支援事業においては、有効求人倍率の高まりから雇用政策関連事業が停滞する中、実績を活かした他地

域への進出が奏功し、受託した事業が増加したため、売上高は前年同期を若干下回りましたがセグメント利益が

前年同期を上回りました。この結果、売上高488,724千円（前年同期比1.5％減）、セグメント利益14,275千円

（同12.8％増）となりました。
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⑤ペイロール事業（株式会社エコミック）

　ペイロール事業においては、新規顧客の受注が順調に進み、前年同期を上回りました。また、作業の標準化や

子会社への業務委託等により効率化を進めた結果、セグメント損失を大きく縮小できました。この結果、売上高

380,153千円（前年同期比5.9％増）、セグメント損失18,273千円（前年同期はセグメント損失36,764千円）とな

りました。

⑥その他

　その他事業は、既存の事業が伸び悩みを見せるものの前期から開始した日本語学校運営事業が軌道に乗り始め

たことが貢献し、売上高及びセグメント利益は前年同期を上回りました。この結果、売上高99,862千円（前年同

期比3.9％増）、セグメント利益13,019千円（同433.0％増）となりました。

(2) 財政状態の状況

(資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ113,418千円増加し、1,917,726千円となりました。これは主に売掛金の増

加351,303千円とそれによる現金及び預金の減少227,761千円との差額等によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ12,295千円減少し、521,847千円となりました。これは主にのれんの償却

による減少3,205千円、投資有価証券の減少25,757千円と繰延税金資産の増加14,087千円等によるものでありま

す。

この結果、総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ101,123千円増加し、2,439,574千円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ37,612千円減少し、1,059,927千円となりました。これは主に買掛金の増

加60,398千円及び１年内返済予定の長期借入金の減少100,000千円によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ197,184千円増加し、365,129千円となりました。これは主に長期借入金の

増加200,000千円によるものであります。

この結果、負債につきましては、前連結会計年度末に比べ159,571千円増加し、1,425,057千円となりました。

（純資産）

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ58,448千円減少し、1,014,517千円となりました。これは主に

親会社株主に帰属する四半期純損失の計上及び利益剰余金の配当による利益剰余金の減少31,730千円によるもので

あります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は売上債権の増加額及び税金等

調整前四半期純損失の計上による支出等が借入による収入等を上回ったため、期首残高に比べて237,761千円減少

し、当第２四半期連結累計期間末には927,891千円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は338,024千円（前年同期比35.3％減）となりました。これは主に売上債権の増加

及び税金等調整前四半期純損失の計上によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は19,032千円（前年同期は11,574千円の使用）であります。これは主に投資有価

証券の売却による収入によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は80,829千円（前年同期比52.6％減）であります。これは主に長期借入れによる収

入によるものであります。

(4) 経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(6) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,280,000

計 3,280,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2018年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年１月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 993,000 993,000 札幌証券取引所
　単元株式数

　100株

計 993,000 993,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　2018年９月１日

～2018年11月30日
－ 993,000 － 256,240 － 63,240
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（５）【大株主の状況】

  2018年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

佐藤　良雄 札幌市中央区 386,700 38.94

株式会社エス・ジー・シー 札幌市東区北６条東２丁目３－１ 103,900 10.46

万徳　正男 滋賀県草津市 45,300 4.56

株式会社ＳＡＴＯ－ＧＲＯＵＰ 札幌市東区北６条東２丁目３－１ 36,800 3.70

斎藤　良正 青森県青森市 30,000 3.02

株式会社北洋銀行 札幌市中央区大通西３丁目７ 24,000 2.41

キャリアバンク従業員持株会 札幌市中央区北５条西５丁目７番地 15,500 1.56

中川　均 札幌市手稲区 13,600 1.36

土屋　公三 札幌市中央区 12,500 1.25

新谷　隆俊 札幌市北区 11,600 1.16

計 － 679,900 68.47

 
 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2018年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 993,000 9,930 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 993,000 － －

総株主の議決権 － 9,930 －

 
②【自己株式等】

 
　　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2018年９月１日から2018

年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年６月１日から2018年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,165,652 937,891

売掛金 589,480 940,783

その他 51,747 42,703

貸倒引当金 △2,573 △3,651

流動資産合計 1,804,308 1,917,726

固定資産   

有形固定資産 142,655 144,109

無形固定資産   

のれん 54,485 51,280

その他 84,785 83,920

無形固定資産合計 139,270 135,200

投資その他の資産 252,217 242,537

固定資産合計 534,143 521,847

資産合計 2,338,451 2,439,574

負債の部   

流動負債   

買掛金 44,535 104,933

短期借入金 500,000 500,000

1年内返済予定の長期借入金 100,000 －

未払費用 287,491 287,326

未払法人税等 18,488 19,554

未払消費税等 74,460 52,543

その他 72,564 95,568

流動負債合計 1,097,540 1,059,927

固定負債   

長期借入金 150,000 350,000

その他 17,945 15,129

固定負債合計 167,945 365,129

負債合計 1,265,486 1,425,057

純資産の部   

株主資本   

資本金 256,240 256,240

資本剰余金 63,785 63,785

利益剰余金 378,125 346,394

株主資本合計 698,151 666,421

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 70,350 58,649

為替換算調整勘定 △114 △1,261

その他の包括利益累計額合計 70,235 57,388

新株予約権 2,345 2,345

非支配株主持分 302,232 288,361

純資産合計 1,072,965 1,014,517

負債純資産合計 2,338,451 2,439,574
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2017年６月１日
　至　2017年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年６月１日
　至　2018年11月30日)

売上高 2,916,453 2,768,545

売上原価 2,428,248 2,224,799

売上総利益 488,204 543,746

販売費及び一般管理費 ※ 590,498 ※ 593,335

営業損失（△） △102,293 △49,589

営業外収益   

受取賃貸料 4,319 4,440

助成金収入 2,403 2,769

その他 4,831 4,409

営業外収益合計 11,555 11,619

営業外費用   

支払利息 1,856 1,849

賃貸費用 4,319 4,172

その他 1,862 1,103

営業外費用合計 8,037 7,124

経常損失（△） △98,775 △45,094

特別利益   

投資有価証券売却益 4,999 17,987

特別利益合計 4,999 17,987

税金等調整前四半期純損失（△） △93,775 △27,107

法人税等 △17,197 △3,111

四半期純損失（△） △76,578 △23,995

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △13,307 △5,174

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △63,270 △18,821
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2017年６月１日
　至　2017年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年６月１日
　至　2018年11月30日)

四半期純損失（△） △76,578 △23,995

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 22,990 △12,749

為替換算調整勘定 2,565 △2,240

その他の包括利益合計 25,555 △14,989

四半期包括利益 △51,022 △38,985

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △41,386 △42,017

非支配株主に係る四半期包括利益 △9,636 3,032
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2017年６月１日
　至　2017年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年６月１日
　至　2018年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △93,775 △27,107

減価償却費 24,269 22,302

のれん償却額 5,188 3,205

支払利息 1,856 1,849

投資有価証券売却損益（△は益） △4,999 △17,987

売上債権の増減額（△は増加） △432,777 △352,483

営業債務の増減額（△は減少） 9,697 60,398

未払金の増減額（△は減少） △7,728 2,138

未払費用の増減額（△は減少） 25,569 △162

未払消費税等の増減額（△は減少） △23,379 △21,916

預り金の増減額（△は減少） 127 △460

前受金の増減額（△は減少） 6,860 8,900

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） △10,316 －

その他 △5,904 △11,958

小計 △505,312 △333,282

法人税等の支払額 △18,105 △6,441

法人税等の還付額 467 1,083

その他 414 615

営業活動によるキャッシュ・フロー △522,536 △338,024

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △10,000

有形固定資産の取得による支出 △5,661 △6,982

無形固定資産の取得による支出 △5,258 △1,846

投資有価証券の売却による収入 5,000 36,000

敷金及び保証金の回収による収入 2,513 6,128

敷金及び保証金の差入による支出 △7,216 △4,086

その他 △950 △181

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,574 19,032

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 200,000 －

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △9,960 △100,000

配当金の支払額 △12,859 △12,865

非支配株主への配当金の支払額 △6,589 △6,305

財務活動によるキャッシュ・フロー 170,590 80,829

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,954 401

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △359,566 △237,761

現金及び現金同等物の期首残高 1,256,541 1,165,652

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 896,975 ※ 927,891
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2017年６月１日
　　至 2017年11月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2018年６月１日

　　至 2018年11月30日）

給与及び賞与 264,856千円 265,802千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2017年６月１日
至　2017年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2018年６月１日
至　2018年11月30日）

現金及び預金勘定 906,975千円 937,891千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △10,000 △10,000 

現金及び現金同等物 896,975 927,891 
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2017年６月１日　至　2017年11月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当金（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年８月29日

定時株主総会
普通株式 12,909 13 2017年５月31日 2017年８月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2018年６月１日　至　2018年11月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当金（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年８月29日

定時株主総会
普通株式 12,909 13 2018年５月31日 2018年８月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2017年６月１日　至　2017年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：千円）

 報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注)３
 

人材派遣

関連事業

人材派遣

関連事業

（関東）

人材紹介

事業

再就職支

援事業

ペイロー

ル事業
計

売上高           

外部顧客への売

上高
1,605,670 308,243 51,057 496,379 358,996 2,820,346 96,106 2,916,453 － 2,916,453

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

2,450 － 5,325 － 8,167 15,943 1,294 17,237 (17,237) －

計 1,608,121 308,243 56,382 496,379 367,164 2,836,290 97,400 2,933,691 (17,237) 2,916,453

セグメント利益又

は損失（△）
129,932 △24,940 8,794 12,655 △36,764 89,677 2,442 92,120 (194,413) △102,293

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり，語学研修事業等を含ん

でおります。

     ２．調整額は次のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△194,413千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

194,413千円が含まれております。

(2) 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　３．セグメント利益又は損失は四半期連結財務諸表の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

キャリアバンク株式会社(E05176)

四半期報告書

14/17



Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2018年６月１日　至　2018年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：千円）

 報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注)３
 

人材派遣

関連事業

人材派遣

関連事業

（関東）

人材紹介

事業

再就職支

援事業

ペイロー

ル事業
計

売上高           

外部顧客への売

上高
1,483,385 241,321 75,098 488,724 380,153 2,668,683 99,862 2,768,545 － 2,768,545

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

522 － 5,264 － 6,114 11,900 1,256 13,156 (13,156) －

計 1,483,907 241,321 80,362 488,724 386,267 2,680,583 101,118 2,781,701 (13,156) 2,768,545

セグメント利益又

は損失（△）
129,673 △15,322 10,324 14,275 △18,273 120,677 13,019 133,697 (183,286) △49,589

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり，語学研修事業等を含ん

でおります。

     ２．調整額は次のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△183,286千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

183,286千円が含まれております。

(2) 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　３．セグメント利益又は損失は四半期連結財務諸表の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2017年６月１日
至　2017年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2018年６月１日
至　2018年11月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △63円72銭 △18円95銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）
△63,270 △18,821

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失金額（△）（千円）
△63,270 △18,821

普通株式の期中平均株式数（株） 993,000 993,000

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

キャリアバンク株式会社(E05176)

四半期報告書

16/17



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年１月10日

キャリアバンク株式会社

取締役会　御中

 

三 優 監 査 法 人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岡島　信平　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 宇野　公之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているキャリアバンク

株式会社の2018年６月１日から2019年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2018年９月１日から2018

年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年６月１日から2018年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、キャリアバンク株式会社及び連結子会社の2018年11月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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